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３． 自動重力計：Autograv‐3M（カナダ・Scintrex 社製）、について 
 ３－１.機器の概要 
































































TILTS  X：＊＊＊ 




TEMP．  X．XX 





















再度 Start キーを押し測定する。測定値のＲ１を記録する。 
次に、Ｘ＝－150±2，Ｙ＝0±2に調整し、前と同様にＸ２と測定値Ｒ２を記録する。 
 ここで、Ｒ２－Ｒ１の値が±7μgal 以内であればＹの傾斜補正に移るが、±7μgal を上
まわる場合は、次の式により補正値ＸEを計算する。 
ZE＝（（R２－R１）／（X１－X２））×４３ 
ここに、X1、X2 と XE は arc sec 単位であり、R1、R2 はμgal 単位である。 
（例）X1＝+149  R1＝3274.101mgal（読み取り値）＝3274101μgal 
   X2＝+149  R2＝3274.110mgal（読み取り値）＝3274110μgal 
   XE＝((3274110－3274101)／(149－(－149))×43＝9/298×43＝1.293≒1.3arc sec 








値の誤差 R2－R1 が±7μgal 以内に収まっていない場
合は、繰り返し調整する。 
 一連の T、X、Yが、微調整の範囲を超える場合、第









 X 軸感度の調整：Start キーを押し TILTS 値 X、Yをモニター表示の状態にして、モニター
を見ながら、X=0±2、Y=0±2になるまで 3脚の前部ネジで調整し、5分以上安定を待ち、再
度 Start キーを押し測定する（フィールドモード、１２０秒）、測定値を R0として記録する。
次に、X＝－150±2、Y=0±2 に調整し、5 分以上安定を待ち正確な値 X1 を記録する。Start
キーを押し測定する測定値を R1として記録する。 
 Y 軸感度の調整：X軸感度の調整同様 Xを Yに置き換え TILTY’Sを算出する。 


















































































  ２）．Autograv の設置とゼロレベルの調整：3-2-1 項で記したように、レベルメータを見
ながら、3 脚のネジにより、Ｙ軸・Ｘ軸の順にそれぞれ指針がゼロ位置を示す程度に調整し
た後、キーパッドの Start を押すと Adjust モードに成り、モニターにＸ、Ｙの傾きが表示
されるので、モニター表示を見ながら、それぞれ±３以内に収まるように微調整する。 
  ３）．機器の高さ測定：30秒程度、安定を待つ間に機器の高さ測定（地面から Autograv
の上面まで）を行い、Info キーを押すとモニターに INFO A と表示されるので、Enter キー
を押し INFO A＞の表示で、高さを数値入力（mm単位）し、Enter キーを押す。 
  ４）．測定の開始と終了：Start を押すとモニターにＸ、Ｙの傾きが表示されるので、傾
第８図．バンドンでの測定風景 







定を繰返す。1 測定点で 3 回測定。サイクリングモード：測定時間 75 秒（標準偏差計算 12
＋サンプル 60＋休止 3）を指定、測定を自動的に繰返すので停止する場合は、通常モニタに
PAUSE が表示中に Stop キーを押す。1測定点で 5回測定。のどちらかのモードによる。いず
れの場合も Aux、On／Off キーを押し測定を終了する。 






























 第 10 図に、グントゥール火山地帯の密度構造（ブーゲ異常）を示す。1999 年に中村助手
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付図（１）  補助モードに関するソフトウェアフローチャート 
  
 
 
付図（２）補助モードに関するソフトウェアフローチャート 
